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凸凹なライフをおくる
私たちのニュースレター

今号のトピックス
・「発達障害×はたらく環境理想共有ワーク
ショップ」を行いました

・一社）精神障害当事者会ポルケ日韓文化交流
事業に参加しました

・11月20日（日）キリン福祉財団助成事業セミ
ナー「学校から「来ないで」と言われた経験
から考える 地域の教育・子育て環境」を行
います

特定非営利活動法人凸凹ライフデザイン

HP：https://unevennpo.wixsite.com/decoboco
FB：https://www.facebook.com/uneven.npo
Twitter：https://twitter.com/uneven_npo

Mail：uneven.npo@gmail.com

発達障害当事者力 発見・創造・発信 報告
2022年8月27日（土）13：30～15：30頃 熊本市内会場

「発達障害×はたらく環境理想共有ワークショップ」を開催しました

おもしろかったのは、「職場にウォーターサー
バーや無料のお茶などがあると良い」とのご意見
が多かったこと。服薬のため口渇が起きやすいと
いう理由もあるようです。

公益財団法人キリン福祉財団「キリン・地域のちから応援事業」
として、発達障害と仕事の環境について理想を語り合うワーク
ショップを開催しました。定員ぎりぎりの9名の方にご参加いた
だきました。
ふせんに各々「職場の環境」「通勤」「職場の人数」「勤務時
間」などについて＜理想＞を記入し、発表しながら模造紙に貼り
ました。「私もそう思う」「私の場合はちょっと違って…」など、
意見交換につながりました。
後半は発達障害当事者会運営を長く行われている須藤さんに、ご
自身の仕事の経験と、経験から考えていることをお話しいただき
ました。須藤さんも、はたらいてきて良いことばかりではなかっ
たとのことですが、体験を振り返り、また他者からフィードバッ
クを受け、次に生かそうとされている姿勢はすばらしいと感じま
した。
話が盛り上がり、時間を超過したにもかかわらずご参加くださっ
たみなさま、ありがとうございました。

＊第2回のセミナーのご案内は裏面です。第2回はオンラインで行いますので、
遠方の方にもぜひご参加いただきたいです。



わたしたちの活動は
みなさまのご寄付に支えられています

【お振込先】
ゆうちょ銀行
口座名義：特定非営利活動法人凸凹ライフデザイン

＊ゆうちょ銀行からのお振替の場合
記号番号：（記号）１７１２０ （番号）３２０２２８９１
＊他金融機関からのお振り込みの場合
店番：７１８ 普通預金 口座番号：３２０２２８９

☆賛助会員も募集しています！詳しくはHPをご覧ください。

11月20日（日）19:00～21:00
オンラインセミナー「学校から『来ないで』と言われた経験から考える 地域の

教育・子育て環境」を開催します

公益財団法人キリン福祉財団＜キリン・地域のちから応援事業＞として、今年度、当団
体では発達障害者と地域の方々との交流を促進する事業を行っています。その一環とし
て、今回は「学校」をテーマに、行使の方々の体験談から地域の学校、その他の居場所
や資源について考えるセミナーを開催します。
発達障害を持つ私たちの中には「学校に行けなかった」経験をもつ人がたくさんいます。
また今回は「学校側から登校しないでほしいと言われた経験」をお話しいただきます。
そんな私たちが今、どのように生活し、何を考えているのか。どんな地域で子どもたち
に育ってほしいか。障害当事者で親の立場でもあるコメンテーターからもご意見をいた
だきます。
お申し込みは右記QRコードから。

9/26-9/30 一社）精神障害当事者会
ポルケ日韓文化交流事業に参加しました

一社）精神障害当事者会ポルケ理事として、日韓文化
交流事業に参加しました。韓国で「発達障害」という
と、知的障害を含むとのこと。今回の交流を機会に、
韓国との連携も深めていきたいです。

今年度、＜キリン・地域のちから応援事業＞としてご協力いただきました仕事観に関するアンケー
ト結果や、障害当事者の仕事観についてのご寄稿をまとめた冊子を発行予定です。ぜひHPをご覧く
ださい。


